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今週の投資戦略 (7/22-25)
石破政権、大ピンチだが

2025 年７月 21 日

小松 徹

注目事項 － 見所

日米 4-6 月期企業決算 ― 全てが回復基調ではない？
7 月 23 日、日銀内田副総裁、金融経済懇親会で挨拶 ― 物価と長期金利の認識は？
7 月 24 日、欧州中央銀行（ECB）理事会 ― 現状維持？
7 月 25 日、7 月の東京都区部消費者物価指数（生鮮食品を除く） ― 前年比+3.0％？
7 月 25 日、６月の米国新築住宅販売件数 ― 年率 65 万件？

株式市場見通し

本日午後２時に石破自民党総裁の記者会見があった。参議院議員選挙で石破政権が過
半数割れたが、続投すると宣言した。国難の中、自民党が比較第一党となったことを
根拠にしている。対米関税政策については、投資が重要だと繰り返し、トランプ大統
領と話すことも示唆した。相変わらずポイントがズレており、８月１日の相互関税
25％が実施されそうだ。石破政権がこのまま進むことには自民党、野党からも批判の
声が上がっている。とはいえ、為替市場は現在落ち着いている。事前に与党大敗が報
道されていたので、明日以降他の市場でも極端な動きはなさそうだ。

今週は日米の 4-6 月期企業決算が本格化する。わが国で注目の決算は、水曜日のオー
ビック（4684）、木曜日の信越化学工業（4063）、キヤノン（7751）、中外製薬（4519）、
金曜日のファナック（6954）など。オービックはすでに新聞報道されており、4-6 月
期の営業利益が前年比 11％増、年間 10％増と発表されるだろう。信越化学の 4-6 月
期営業利益を会社は前年比 13％減と予想していたが、アナリストは 18％減と予想し
ている。会社は 7-9 月期利益をどのように発表するか。アナリストは 4％増益に転じ
ると期待している。AI 半導体以外の需要は回復しているか、米国住宅需要に回復を望
めるか。アナリストはファナックの 4-6 月期営業利益を前年比 13％増、年度も 1％増
益と予想している。会社は配当も業績予想も発表していなかったが、今回発表するか。

米国では火曜日にロッキード・マーチン（戦闘機大手）が、水曜日にアルファベット
（グーグルの親会社）、テスラ（EV 大手）などが決算発表する。ロッキードはレアア
ースの入手について触れるか。グーグルの 4-6 月期一株当り利益（EPS）をアナリス
トは前年比 15％増、7-9 月期を 6％増と予想。テスラの決算は悲惨だろう。4-6 月期
15％減益、7-9 月期 32％減益が予想。投資家は自動運転の進展にかけているようだ。

最後に今週注目の世界の経済イベントについて。木曜日に ECB 理事会が開催され、ラ
ガルド総裁の会見がある。今回は現状維持が予想され、総裁の会見が注目される。欧
州連合（EU）もまだ米国との相互関税交渉を終えていない。関税率が前回の 20％か
ら 30％に引き上げられたが、フォンデアライエン氏は報復をまだしないと述べてい
た。それまでは ECB も様子見姿勢か。木曜日発表の米国の 6 月新築住宅販売件数が
年率 65 万件、前年比+4.3％と予想されている。高金利のせいで低水準が続いている。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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